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山田尚子
前号に引き続き、成城大学が所蔵する亀井孝氏旧蔵の古活
字版を紹介する。古活字版とは、特に近世初期に限って行われた、木活字印刷による出版物である。古活字版は、その刊行が短期間に集中している上、一度に印刷される部数が少なく、総じて極めて高い希少価値を持つ。また、中世の博士家や大寺院において学問のために用いられた、由緒あるテキストをもとにしているものが多 。国語学者・言語学者として著名な亀井孝氏は、昭和五十一年（一九七六）に一橋大学を退職した後、七年 わたって成城大学文芸学部で教鞭を った。成城大学図書館には、古活字版を中心と 亀井氏の旧
蔵書が所蔵されている。
今回は『史記抄』を紹介する。 『史記抄』は『史記』の抄
物である。抄物とは、漢籍や仏典、医書、歴史書、詩集などの注釈書で、主として室町時代に、禅僧、博士家の学者、公卿、医者などによって作成された。その中心となっているのは、講義 聞書や、講義のための手控えとして成立したもである。従って抄物は 室町時代の言語資料、就 口語資料として高い価値を有する。国語学 研究者である亀井氏にとって、抄物はまさしく研究対象であり、当館所蔵の亀井氏旧蔵古活字版のうち、多く 占め のは抄物である。
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史記抄十九巻

和
　
特大
　
19冊
　
釈牧中〔梵祐〕述・釈〔桃源瑞仙〕 （蕉了）聞書抄寛永三年（一六二六）閏四月
　
陰山玄佐刊（古活字）
【書誌】薄茶色厚手表紙（二九・三×二一・〇糎） 、左肩に打付書（墨書）にて外題「史記鈔〈一（〜十九） 〉 」あり。表紙右側 各冊の目録を打付書にて記す。押八双あり。五針。四周双辺（約二二・七×一七・二糎）無界、毎半葉十二行、毎行二十三字。版心中黒口双花魚尾、魚尾間上方に題および巻数「史記抄巻一（〜十九） 」 、下方に丁数。尾題「史記抄巻二（〜十九） 」 （冊毎改巻。ただし、第一冊、第八冊は尾題無し） 。第十 冊最尾に刊記「寛永三〈丙／寅〉年閏四月下旬（隔格）隂山玄佐〈板／行〉 」各冊巻頭に単辺方形「復／軒」朱陽印あり。 二冊にメモ 枚、第十六 にメモ六枚あり（ただし二種あり、第一種は二枚 第種は四枚） 。書入れ、朱筆合点、竪点、句点、墨筆音訓仮名、返点、欄外欄上行間補注。不審紙あり。
〔図版１〕巻１・巻首（史記源流）〔図版２〕巻１・本文巻首（五帝本
紀）
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「史記桃源抄」と称される、 『史記』の抄物。原典である
『史記』の本文は記さず、注釈の部分のみを片仮名書きで記
している。図版の本文を見るとわかるように、 「此五ハ先生の順祀也トテ定タ事ソ」というように、文末を「〜ゾ」で結ぶ場合が多い。一般に抄物には、文末を「〜ゾ」で結ぶ場合が多いも と「〜ナリ」で結ぶ場合が多いものがあり、 「ゾ式」 、 「ナリ式」と言い慣わしている。
桃源瑞仙（一四三〇
〜
一四八九）は、臨済宗夢窓派の禅
僧・学問僧。牧中梵祐はその師。本書は、京都大学附属図書館清家文庫に清原宣賢および業賢（宣賢男）等が写した本が存する。桃源、牧中、 たち 、 ずれも当時の学問を支えた大家であり、この古活字版が、極めて質の良い伝本をもとに作られたものであること 窺われる。『史記』は、本紀（帝王の記録）十二巻、表（年表）十巻、書（楽書、律書、暦書など分野別の記録）八巻、世家 諸侯の記録）三十巻、列伝（著名人の伝記）七十巻、 わせ 百三十巻から成る紀伝体の歴史 である。 『史記抄』はこのうち、本紀十二巻、呉太伯世家、列伝七十巻について注釈を施している。以下に古活字版『史記抄』の構成を示してみよう
（巻数は冊数に一致し、一冊毎に巻が改まる） 。
（第一冊）
 史記源流・史記集解序・補史記序・史記索隠
〔図版３〕巻19・刊記
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序・史記正義序・三皇本紀・五帝本紀第一（巻一）
（第二冊）夏本紀第二・殷本紀第三・周本紀第四（巻二）（第三冊）秦本紀第五（巻三）（第四冊）秦始皇 六 四（第五冊）項羽本紀第七（巻 ）（第六冊）高祖本紀第八（巻六）（第七冊）孝文本紀第十・孝景本紀 十一（巻七）（第八冊）孝武本紀第十二（巻（第九冊）呉太伯世家 一（巻九（第十冊）
 老子伯夷列伝第一・管嬰列伝第二・申韓列伝第三・穣苴列伝第四・孫呉列伝第五・子胥列伝第六・弟 列伝第七・商君列伝第八・蘇秦列伝第九・張儀列伝第十（巻十）
（第十一冊
 ）樗甘列伝第十一・穣侯 十二・白王列伝第十三・孟荀列伝第十四・孟嘗列伝第 五平虞列伝第十六・信陵列伝第十七・春申列伝第十八・范蔡列伝巻十九・楽毅列伝第二 ・廉藺列伝第二十一・田單 二十二・魯鄒列伝第二十三・屈賈列伝第二 四 呂不韋
伝第二十五・刺客列伝第二十六・李斯列伝第二十七・蒙恬列伝第二十八・張陳列伝第二十九・魏彭列伝第三十（巻十一）
（第十二冊
 ）鯨布列伝第三十一・淮隂列伝第三十二・韓盧列伝第三十三・田儋列伝第三十四・樊酈滕灌列伝第三十五・張蒼列伝第三十四・酈陸列伝第三十七・傅靳蒯成 八 劉叔孫伝第三十九・季欒列伝第四 ・袁鼂列伝第四十一・張馮列伝第四十二・石張列伝第四三・田叔列伝第四十 （巻十二）
（第十三冊）扁鵲倉公列伝第四十五（巻十三）（第十四冊
 ）呉王濞列伝第四十六・竇田列伝第四十七・韓長孺列伝第四十八・李将軍 九 匈奴列伝第五十・衛将軍驃騎列 五 一・平津主父 二・南越列 五 三 東越列伝第五十四・朝鮮列伝第五十五・西南夷列伝第五十六・司馬相如列伝第五 七 淮南衡山 八 循吏列伝第五十九・汲鄭列伝第六十（巻十四）
（第十五冊
 ）儒林列伝第六十一・酷吏 伝第六十二（巻
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五）
（第十六冊
 ）大宛列伝第六十三・游侠列伝第六十四・佞幸列伝第六十五・滑稽列伝第六十六（巻十六）
（第十七冊
 ）日者列伝第六十七・亀策列伝第六十八（巻十七）
（第十八冊）貨殖列伝第六十九（巻十八）（第十九冊）太史公自序第七十（巻十九）寛永三年に刊行された、この古活字版には、桃源自身の奥
書が本文とともに印字されており（京大清家文庫本にあるもの） 、それによれば、全体は、牧中の講義の聞書の部分と、桃源自身が抄した部分との二つにおおよそ分かれるも と考えられ、さらに文明八年（一四七六）から同十一年にかけて、呉太伯世家 列伝 本紀、史記源流の順 作 れたことが推される。
日本において、 『史記』と『漢書』は、中国の正史のうち
で特によく学ばれたものと考えられ、しか 両者は互いに重なる記述を持っていることから、それぞれの書物 学習成果が相互に利用されたものと考えられる。この桃源の注釈も、京都大学図書館所蔵の清原宣賢および業賢等筆『漢書抄』と
密接に関わる内容を持つと言われる。また、巻六の「高祖本紀」には、 『史記』と『漢書』のそれぞれの記事の対応表が掲げられている（柳田征司 室町時代語資料としての抄物研究』 ） 〔図版４〕 。
この亀井本『史記抄』には、巻二（第二冊）に二枚、巻十
六（第十六冊）に六枚のメモが挟み込まれている。巻二のメモは、いずれも亀井氏のも だと思われる。このうち、 〔図版６〕に「
p.133
ℓ2.」とあるのは、亀井氏編纂の『史記桃源抄の
研究』本文篇（日本学術振興会、一九六五年）の一三三頁二行目に該当する。 『史記桃源抄の研究』は、京大清家文庫本を翻刻し、さらにその本文を東洋文庫蔵本（米沢市立図書館蔵本にて補欠）および寛永三年古活字本（亀井本と同版の版本）と校合した結果をまとめたもので、このメモは、 『史記桃源抄の研究』の該当箇所に翻刻された京大清家文庫本やこの箇所の校合に用いられた米沢図書館本といった写本の本文と、古活字版の本文（ 〔図版５〕の箇所に該当する）とを比較し、本文同士に異同がな ばかりか、古活字版に書き入れられた訓点（返点・ルビ・送り仮名など）と写本 それが一致する事に注意を促したもの。 『史記桃源抄の研究』の刊行後、亀井氏が自らの所蔵する亀井 、 『史記桃源抄の研
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究』とを読み比べた際の指摘だと思われる。
亀井本には、恐らく近世初期に（寛永三年の刊行からそれ
ほど時を隔てずに）書入れられたと推定される書入れがある。朱筆と墨筆とがあり、それぞ 一筆であるが、全冊すべてに入っているわけではなく さらに、朱 の 箇所と墨筆のある箇所はしばしば一致しない。朱筆と墨 が同筆かどうか定かではないけれども、欄上や欄外、行間などに入れられた墨筆の補注にも朱筆が入っているので、墨筆の訓点が朱筆より先に書入れられたこと わかる。
また、巻十六（第十六冊）には六枚のメモが挟み込まれて
いる。この六枚はいずれも青鉛 で書 れるが、紙や字体の有り様から二つに分類でき、一方 亀井氏のメモだと思わるが、もう一方は、筆跡からして亀井氏によるものとは考えにくく、佐竹昭広氏のものだと考えられる〔図版８〕 メモの書き手が誰であるかという点について当初、あまり注意を払っていなかったが、指摘を受けて初めてこのことに気づいた。ちなみに〔図版９〕は某氏 手元 たまたま残 た佐竹氏のメモを借りて 参考として掲載したもの。
佐竹昭広氏は、昭和六十年（一九八五年）に京都大学を退
職した後、八年に渡って本学文芸学部国文学科で教鞭を取っ
〔図版４〕『史記』と『漢書』が対照されて表示される。
　　　　　巻六・高祖本紀
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た。亀井氏と佐竹氏との出会いは昭和二十四年（一九四九）のこと、 は三十六歳で一橋大学助教授、佐竹氏は二十歳、京都大学に進学する前年、まだ旧制中学（東京高等学校）の学生であったという。以来、佐竹氏は亀井氏の学問に大きな影響を受け、亀井氏を「恩師」 言った。 『佐竹昭広集』 （岩波書店）の解説（上野英二氏執筆）を引用したい。
「文献学」 、 「意味論」 、 「抄物」 、 「用例の解釈」 。著者（＝佐竹氏）が亀井から学んだものは少くなかった。なかでも、 「抄物」 。これは「古代日本語における色名の性格」において『中華若木詩抄』が 俗に仮名抄と称せられる口語資料」と紹介されたように、著者 おいても夙に注目された であって、やがて著者の中世語・中世文学の研究に大いに活用されることとなる。
亀井氏の退職が昭和五十八年のことだから、佐竹氏と亀井
氏とが成城大学の同僚であった時期はないけれども、お二人と成城大学との縁を改めて思う。
メモの話に戻ろう。巻十六のメモは、亀井氏が佐竹氏にこ
の書を貸し出した際のものかもしれない 亀井氏と佐竹氏と
〔図版６〕亀井氏メモ
〔図版５〕巻２・66丁裏～67丁表
※〔図版６〕のメモは〔図版５〕の
箇所に挟み込まれている。
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の親密な交流が窺われて興味深い。ただ、両氏のメモがなぜ第十六冊（巻十六）に集中してあるのか、なぜいずれも青鉛筆で書かれているのか、まことに不思議である。
佐竹氏の「古語雑談」 （ 『佐竹昭広集』第二巻）には抄物を
めぐる以下の文章がある。やや長いが、抄出するのはもったいないので、全文を引く。
　　　
58　
抄物ヲ読マウゾ
　
十年ヲ一昔ト云フゾ。サルマヘハ昭和四十三年トイツ
パ二昔モ前ノコトゾ。コノ年、大塚光信ノ『漢書列伝竺
〔図版８〕
佐竹氏メモ 〔図版７〕巻16・11丁裏～12丁表
※〔図版８〕のメモの該当箇所は
12丁表12行（最終行）。
〔図版９〕佐竹氏の直筆メモ
※亀井本と関わらないが、参考として
掲載した。
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桃抄』ガ出タゾ。本文ノ復刻ト解説・総索引ヲソナヘタ抄物紹介ノ手本ゾ。 『四河入海』 『毛詩抄』 『史記抄』 『蒙求抄』ノツレモ、ハヤウコレ体 モノガホシカツタゾ。図書館通ヒハ不便 甚シカツタゾ。今ハコトゴトク『抄物資料集成』デ揃ウテ
弁当0
ナコトヂヤ。弁当トハ便利ノ
意ゾ。　
マコトニ従前ノ不便ハ、昨日ハ今日ノ古トナツタゾ。
イマ十年サキハイカホド弁当ナラウゾ。今日ハ明日 古ナレバゾ。禅ノ抄 ドレモミナコケカラビテ愉快ナ四書ノ抄、詩聯句 、兵法ノ 、易ノ抄、医学ノ抄、神道ノ抄 ド オモシロイ抄ハキリ方量モナイ。　
抄物ハ室町コトバノ宝庫ダ。マタ室町ゴコロヲ伝ヘテ
余ストコロナイゾ。
　
シヅノメガマハリノカキヲトリタキテ
　
アマリサムサニカゼヲイレケリ

（ 『絶句賢愚抄』 ）

　
コノ歌ハ当時ノ口ズサミデコソアツツラウ、 『犬筑波
集』ニモ『福富長者物語』ニモ見ユルトコロヂヤ。イザウレ抄物ヲ読マウゾ。
最後に、もうひとつだけ。大学院生が見つけたもの。 〔図
版
10〕には、 「臨」の字がさかさまに印字されている。活字
印刷ならでは。
（やまだ・なおこ
　
成城大学准教授）
〔図版10〕巻2・26丁表にさかさまの「臨」字あり。
